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授業の目的及び 

到達目標 

皆さんが，在学中にアルバイトとして，又は卒業後に会社員等として，雇用関係に入った場合に，① 労働者として民

法及び労働法に基づいてどのような権利と義務を有するのか，② その権利が侵害されたときにどのように対応したら

よいのかについて学習します。労働法は，学生時代においても，単に知識として獲得するだけではなく，ブラックバイ

ト問題に遭遇したような場合には，労働法に基づいて自ら権利を実現することもありうる点に特徴があります。 

授業の計画と内容 

第１回 ① はじめに…民法と労働法による労働者の保護 

     ② 就職活動・労働者の募集 

第２回 ① 労働契約の締結…内々定，内定，採用，試用 

     ② 就業規則，労働協約 

第３回 賃金 

第４回 労働時間，休憩，休日 

第５回 年次有給休暇，私傷病休職，育児休業，介護休業等 

第６回 ① 配転，出向，転籍による人事異動 

     ② 事業譲渡，会社分割，合併による人事異動 

第７回 労働条件の不利益変更 

第８回 ① 安全衛生 

     ② 業務上災害と損害賠償 

     ③ パワハラ・セクハラ・マタハラ 

第９回 ① 労働者の義務…服務規律等 

     ② 懲戒処分 

第１０回 ① 合意による労働契約の終了…退職合意・定年 

      ② 労働者による労働契約の終了…辞職 

      ③ 使用者による労働契約の終了…解雇・雇止め 

第１１回 非正規雇用 

      ① 有期雇用 

      ② パート 

      ③ 派遣 

      ④ 外国人 

第１２回 労働組合 

第１３回 雇用平等・均等均衡 

      ① 均等法 

      ② 高年齢者雇用安定法 

      ③ 障害者雇用促進法 

第１４回 労働者としての権利を侵害されたときの対応方法 

第１５回 最近の労働立法の動き…働き方改革等 

教科書名① プレップ労働法［第 5版］ 森戸英幸 著 弘文堂 2016年 978-4-335-31325-7 

教科書名② 
ブラックバイト対処マニュ

アル 

石田眞・竹内寿 

監修 

早稲田大学出版部 2016年 978-4-657-16002-7 

教科書名③      

参考書名① 労働法第 11版補正版 菅野和夫 著 弘文堂  2017年 978-4-335-30478-1 

参考書名② 
別冊ジュリスト・労働判例百

選［第 9版］ 

村中孝史・荒木

尚志 編 

有斐閣 2016年 978-4-641-11531-6 

参考書名③      

 

 

 

 

講義名 労働法 担当教員 和田 一郎 

単位数 2 配当年次 ３年 

期間・曜日・時限 前期 火曜日 ４時限 

授業の概要 

労働法は，労働者の生活を規整する多数の法律の総称です。アルバイトに従事し，また大学卒業後就職することになる

皆さんを含め，社会生活を営むほとんどの人々は，雇用関係に属して生活することとなります。内定取消し，労災，ハ

ラスメント，ワークライフ・バランスなど，労働関係において生じる事象を理解し，適切に対処するために，労働法の

知識は不可欠です。 

本講義では，極めて身近な法律である労働法の全体像と基本的な考え方を概説し，特に雇用関係の中で生じる具体的問

題に，法的な観点から適切に対処できる知識の習得を図ります。 

成績評価の方法及び基準 定期試験１００％2019 

授業時間外学修 授業の際に指示します。2019 

その他 授業では，講義形式の他に，問答形式（対話形式）も取り入れる予定です。2019 


